
１．はじめに

　スマートフォンの能力を最大限に活用してバリアフ

リー情報の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、

地球上のすべてのバリアフリー情報を検索可能にするこ

とを目標に「WheeLog!」は、Googleマップを利用し、車

いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者が

通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は、

ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿者

として情報の拡充に参画することができる。多目的トイ

レ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無なども

投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる仕

様になっている。

　筆者らにより2015年の「Googleインパクトチャレン

ジ」でグランプリを受賞し
*1)2)3)

、2017 年 5 月 28日に

一般向けに提供を開始した。同種のバリアフリーマップ

や情報サイトは多く見られるが、行政単位や地域エリア

に縛られることなくどこでも生成可能で、最新データが

リアルタイムに収集・更新されるものは数少ない。さら

に、国際的にも車いす利用者の走行ログの取得が可能な

唯一のアプリであるといえる(図1、2参照)。これまで、

筆者らは船橋駅、錦糸町駅、新宿駅を研究対象地域とし

て、都市・地域空間の評価手法の提案を行ってきた
既1)

～7)
。一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会

の構築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリア

フリールートをスマートフォンにてナビゲーションする

等のＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展

開を目指し、バリアフリー ･ナビプロジェクトを推進し

つつある
*4)

。

　本稿では、バリアフリーマップの運用より得られた

データをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標

の抽出と、評価算定モデルを用いて分析を行い、バリア

フリーマップ「WheeLog!」を用いた線路が立体的に絡み

合い、連絡通路や階段が多く、利用者には分かりにくい

渋谷駅の乗り換えのアクセシビリティの評価手法の検討

を行う(図2)。

２.プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得ら

れる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す情

報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影する

ことで、地図だけではわからない情報を得ることができ

る。また、写真による全方位映像により、車いすの走行

時に死角になりやすい部分を事前に確認することがで

きる 。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能が実

装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シミュ

レーションが可能となると考えられる。

３.「WheeLog!」の機能(図3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

バリアフリーマップを活用した利用者のアクセシビリティに関する実証的研究 
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 Fig.1 Overview of “WheeLog!”
立体交差するように接続し、増・改築により多数の鉄

道駅施設や商業施設などが立体的に絡み合い、連絡通

路や階段が多く、利用者には分かりにくい地上 3 階か

ら地下3階までの駅構造となっている(表1,2）。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析(図6,7)

本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から

目的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離によ

り構成され、図6に示した評価算定モデルを用いて分析・

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た(表3,図 8)。

①おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負荷

率が高い傾向が見られる。

②機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシビ

リティについて、直線距離に対する車いす利用者の負荷

率と一般動線に対する車いす利用者の負荷率が減少にと

もない、一般動線と車いす動線の同行率が増加する傾向

が見られる。

③一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距離

と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と車いす

動線の同行率が増加する傾向が見られる

④直線距離と一般動線が同じ移動距離の場合（表 3 の①

-2 参照）はアクセシビリティを最も高いため、負荷率が

0％とする。この場合の動線は移動距離を最適化すること

により、アクセシビリティを格段に高くなり、負荷率が

減少することが可能となる。

⑤一般動線と車いす動線が同じ移動距離の場合（表 3 の

③参照）は一般動線に対する車いす利用者の負荷率が 0％

し、一般動線と車いす動線の同行率が最大になる。

⑥渋谷駅は立体的に絡み合いが複雑のことにより、これ

までの平面的な評価手法のみでは困難であることから、

今後エレベーター利用の適正配置による分析手法を提案

したい。

以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに適正な配置計画の計画的方法論の構

築が今後の方針となると考える。さらに、「WheeLog!」は、

専門家でなくても都市・地域の評価に必要な指標を可視

化することにより、一般 市民にも利用可能な分析の提案、

評価モデルの構築を行うことで、建築・都市・地域にお

ける今後の整備評価の基準値の構築を行う予定である。
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考察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との重

なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿で提

案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、図

6に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Badの評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で

以前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプ

リユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組

みはとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表して

いる。上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、

さらに、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステー

タスが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他の

アプリユーザーからのコメントや「いいね！」など、ア

プリユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ

（アクセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢

者のみでなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても

改修やインフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。

具体的には、共有された情報の品質、間違った情報では

ないかの保証は、あくまで個人による投稿であるため、

管理者としては保証することはできない。しかし、投稿

された情報の位置や内容が間違っている場合には、通報

できるシステムを組み入れている。みんなでつくるとい

う名の通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、

アプリユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベ

ビーカー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域(図4,5）

ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリ

ティの調査として、渋谷駅を研究対象地域とする。今回

の研究対象である渋谷駅は東京の渋谷区の主要鉄道駅

で、4 鉄道会社の全 9 路線が通っており、多くの路線が
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１．はじめに

　スマートフォンの能力を最大限に活用してバリアフ

リー情報の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、

地球上のすべてのバリアフリー情報を検索可能にするこ
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、2017 年 5 月 28日に

一般向けに提供を開始した。同種のバリアフリーマップ

や情報サイトは多く見られるが、行政単位や地域エリア

に縛られることなくどこでも生成可能で、最新データが

リアルタイムに収集・更新されるものは数少ない。さら

に、国際的にも車いす利用者の走行ログの取得が可能な

唯一のアプリであるといえる(図1、2参照)。これまで、

筆者らは船橋駅、錦糸町駅、新宿駅を研究対象地域とし

て、都市・地域空間の評価手法の提案を行ってきた
既1)

～7)
。一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会

の構築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリア

フリールートをスマートフォンにてナビゲーションする

等のＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展
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つつある
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　本稿では、バリアフリーマップの運用より得られた

データをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標

の抽出と、評価算定モデルを用いて分析を行い、バリア

フリーマップ「WheeLog!」を用いた線路が立体的に絡み

合い、連絡通路や階段が多く、利用者には分かりにくい

渋谷駅の乗り換えのアクセシビリティの評価手法の検討

を行う(図2)。

２.プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得ら

れる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す情

報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影する

ことで、地図だけではわからない情報を得ることができ

る。また、写真による全方位映像により、車いすの走行

時に死角になりやすい部分を事前に確認することができ

る ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

３.「WheeLog!」の機能(図3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

立体交差するように接続し、増・改築により多数の鉄

道駅施設や商業施設などが立体的に絡み合い、連絡通

路や階段が多く、利用者には分かりにくい地上 3 階か

ら地下3階までの駅構造となっている(表1,2）。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析(図6,7)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から

目的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離によ

り構成され、図6に示した評価算定モデルを用いて分析・

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た(表3,図 8)。

①おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負荷

率が高い傾向が見られる。

②機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシビ

リティについて、直線距離に対する車いす利用者の負荷

率と一般動線に対する車いす利用者の負荷率が減少にと

もない、一般動線と車いす動線の同行率が増加する傾向

が見られる。

③一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距離

と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と車いす

動線の同行率が増加する傾向が見られる

④直線距離と一般動線が同じ移動距離の場合（表 3 の①

-2 参照）はアクセシビリティを最も高いため、負荷率が

0％とする。この場合の動線は移動距離を最適化すること

により、アクセシビリティを格段に高くなり、負荷率が

減少することが可能となる。

⑤一般動線と車いす動線が同じ移動距離の場合（表 3 の

③参照）は一般動線に対する車いす利用者の負荷率が 0％

し、一般動線と車いす動線の同行率が最大になる。

⑥渋谷駅は立体的に絡み合いが複雑のことにより、これ

までの平面的な評価手法のみでは困難であることから、

今後エレベーター利用の適正配置による分析手法を提案

したい。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに適正な配置計画の計画的方法論の構

築が今後の方針となると考える。さらに、「WheeLog!」は、

専門家でなくても都市・地域の評価に必要な指標を可視

化することにより、一般 市民にも利用可能な分析の提案、

評価モデルの構築を行うことで、建築・都市・地域にお

ける今後の整備評価の基準値の構築を行う予定である。

――――――――――――――――――――――――---
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考察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との重

なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿で提

案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、図

6に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Badの評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で

以前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプ

リユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組

みはとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表して

いる。上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、

さらに、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステー

タスが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他の

アプリユーザーからのコメントや「いいね！」など、ア

プリユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ

　（アクセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢

者のみでなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても

改修やインフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。

具体的には、共有された情報の品質、間違った情報では

ないかの保証は、あくまで個人による投稿であるため、

管理者としては保証することはできない。しかし、投稿

された情報の位置や内容が間違っている場合には、通報

できるシステムを組み入れている。みんなでつくるとい

う名の通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、

アプリユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベ

ビーカー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域(図4,5）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリ

ティの調査として、渋谷駅を研究対象地域とする。今回

の研究対象である渋谷駅は東京の渋谷区の主要鉄道駅

で、4 鉄道会社の全 9 路線が通っており、多くの路線が
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Fig.2　"WheeLog!" Display screen (around Shibuya) 

 Fig.3 Three Main Functions of “WheeLog!”

You can post a request for information you want to 
know.(content you want toknow.(content you want
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public transportation and others.  
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１．はじめに

　スマートフォンの能力を最大限に活用してバリアフ

リー情報の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、

地球上のすべてのバリアフリー情報を検索可能にするこ

とを目標に「WheeLog!」は、Googleマップを利用し、車

いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者が

通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は、

ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿者

として情報の拡充に参画することができる。多目的トイ

レ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無なども

投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる仕

様になっている。

　筆者らにより2015年の「Googleインパクトチャレン

ジ」でグランプリを受賞し
*1)2)3)

、2017 年 5 月 28日に

一般向けに提供を開始した。同種のバリアフリーマップ

や情報サイトは多く見られるが、行政単位や地域エリア

に縛られることなくどこでも生成可能で、最新データが

リアルタイムに収集・更新されるものは数少ない。さら

に、国際的にも車いす利用者の走行ログの取得が可能な

唯一のアプリであるといえる(図1、2参照)。これまで、

筆者らは船橋駅、錦糸町駅、新宿駅を研究対象地域とし

て、都市・地域空間の評価手法の提案を行ってきた
既1)

～7)
。一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会

の構築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリア

フリールートをスマートフォンにてナビゲーションする

等のＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展

開を目指し、バリアフリー ･ナビプロジェクトを推進し

つつある
*4)

。

　本稿では、バリアフリーマップの運用より得られた

データをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標

の抽出と、評価算定モデルを用いて分析を行い、バリア

フリーマップ「WheeLog!」を用いた線路が立体的に絡み

合い、連絡通路や階段が多く、利用者には分かりにくい

渋谷駅の乗り換えのアクセシビリティの評価手法の検討

を行う(図2)。

２.プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得ら

れる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す情

報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影する

ことで、地図だけではわからない情報を得ることができ

る。また、写真による全方位映像により、車いすの走行

時に死角になりやすい部分を事前に確認することができ

る ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

３.「WheeLog!」の機能(図3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

立体交差するように接続し、増・改築により多数の鉄

道駅施設や商業施設などが立体的に絡み合い、連絡通

路や階段が多く、利用者には分かりにくい地上 3 階か

ら地下3階までの駅構造となっている(表1,2）。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析(図6,7)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から

目的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離によ

り構成され、図6に示した評価算定モデルを用いて分析・

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た(表3,図 8)。

①おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負荷

率が高い傾向が見られる。

②機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシビ

リティについて、直線距離に対する車いす利用者の負荷

率と一般動線に対する車いす利用者の負荷率が減少にと

もない、一般動線と車いす動線の同行率が増加する傾向

が見られる。

③一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距離

と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と車いす

動線の同行率が増加する傾向が見られる

④直線距離と一般動線が同じ移動距離の場合（表 3 の①

-2 参照）はアクセシビリティを最も高いため、負荷率が

0％とする。この場合の動線は移動距離を最適化すること

により、アクセシビリティを格段に高くなり、負荷率が

減少することが可能となる。

⑤一般動線と車いす動線が同じ移動距離の場合（表 3 の

③参照）は一般動線に対する車いす利用者の負荷率が 0％

し、一般動線と車いす動線の同行率が最大になる。

⑥渋谷駅は立体的に絡み合いが複雑のことにより、これ

までの平面的な評価手法のみでは困難であることから、

今後エレベーター利用の適正配置による分析手法を提案

したい。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに適正な配置計画の計画的方法論の構

築が今後の方針となると考える。さらに、「WheeLog!」は、

専門家でなくても都市・地域の評価に必要な指標を可視

化することにより、一般 市民にも利用可能な分析の提案、

評価モデルの構築を行うことで、建築・都市・地域にお

ける今後の整備評価の基準値の構築を行う予定である。

――――――――――――――――――――――――---
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考察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との重

なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿で提

案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、図

6に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Badの評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で

以前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプ

リユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組

みはとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表して

いる。上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、

さらに、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステー

タスが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他の

アプリユーザーからのコメントや「いいね！」など、ア

プリユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ

　（アクセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢

者のみでなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても

改修やインフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。

具体的には、共有された情報の品質、間違った情報では

ないかの保証は、あくまで個人による投稿であるため、

管理者としては保証することはできない。しかし、投稿

された情報の位置や内容が間違っている場合には、通報

できるシステムを組み入れている。みんなでつくるとい

う名の通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、

アプリユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベ

ビーカー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域(図4,5）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリ

ティの調査として、渋谷駅を研究対象地域とする。今回

の研究対象である渋谷駅は東京の渋谷区の主要鉄道駅

で、4 鉄道会社の全 9 路線が通っており、多くの路線が
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α:Accessibility=
  A:Direct distance/B:The shortest distance of the general flow line

β:Accessibility of wheelchair users=
  A:Direct distance/C:Flow line (by wheelchair users)
γ:Load factor of general flow line=
   B:Direct distance/(A:Direct distance+B:The shortest distance of the   general     
   flow line)
 ω-1:Load factor of wheelchair users(for Direct distance)=C:Mileage by 
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Fig.6 Evaluation methvod

Model route for evaluation calculation The distance of the shortest distance of a straight line distance (A) · General flow 
line distance from the origin of the home to other agencies home (B) · disabilities 
flow line and (C).
It is possible to evaluate not only the handicapped person but also the preparation 
level of the general flow line.
The accessibility proposed here is constituted by the distance of horizontal 
movement from a starting point that can be measured from the barrier-free map to 
the destination, as shown by the following expression.
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１．はじめに

　スマートフォンの能力を最大限に活用してバリアフ

リー情報の収集を行い、あらゆる場所の情報を集積し、

地球上のすべてのバリアフリー情報を検索可能にするこ

とを目標に「WheeLog!」は、Googleマップを利用し、車

いすの走行ログをマップに記録。多くの車いす利用者が

通るほど、その色は濃くなっていく。車いす利用者は、

ユーザーとして情報を参照するとともに、自身が投稿者

として情報の拡充に参画することができる。多目的トイ

レ、パーキング、段差情報、エレベーターの有無なども

投稿でき、一部のデータは投稿者以外でも修正できる仕

様になっている。

　筆者らにより2015年の「Googleインパクトチャレン

ジ」でグランプリを受賞し
*1)2)3)

、2017 年 5 月 28日に

一般向けに提供を開始した。同種のバリアフリーマップ

や情報サイトは多く見られるが、行政単位や地域エリア

に縛られることなくどこでも生成可能で、最新データが

リアルタイムに収集・更新されるものは数少ない。さら

に、国際的にも車いす利用者の走行ログの取得が可能な

唯一のアプリであるといえる(図1、2参照)。これまで、

筆者らは船橋駅、錦糸町駅、新宿駅を研究対象地域とし

て、都市・地域空間の評価手法の提案を行ってきた
既1)

～7)
。一方、国土交通省においても、ユニバーサル社会

の構築に向けて、車いす使用者の方が通行できるバリア

フリールートをスマートフォンにてナビゲーションする

等のＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及展

開を目指し、バリアフリー ･ナビプロジェクトを推進し

つつある
*4)

。

　本稿では、バリアフリーマップの運用より得られた

データをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標

の抽出と、評価算定モデルを用いて分析を行い、バリア

フリーマップ「WheeLog!」を用いた線路が立体的に絡み

合い、連絡通路や階段が多く、利用者には分かりにくい

渋谷駅の乗り換えのアクセシビリティの評価手法の検討

を行う(図2)。

２.プロジェクトの概要

  GPS（Global Positioning System）の位置情報から得ら

れる走行履歴からは、車いすが通行できることを示す情

報を取得することが可能である。映像も一緒に撮影する

ことで、地図だけではわからない情報を得ることができ

る。また、写真による全方位映像により、車いすの走行

時に死角になりやすい部分を事前に確認することができ

る ( 図 4）。今後近い将来、タブレットには 3D 計測機能

が実装され、3D 計測による空間情報から車いすの走行シ

ミュレーションが可能となると考えられる。

３.「WheeLog!」の機能(図3)

A) 利用者がバリアフリー情報を事前に検索する事により

自らの最適な経路を探索することが可能となる。 さらに、

このアプリでは唯一のルートを提示するのではなく、障

害の程度が違う各車いす利用者が自身の選択によって適

立体交差するように接続し、増・改築により多数の鉄

道駅施設や商業施設などが立体的に絡み合い、連絡通

路や階段が多く、利用者には分かりにくい地上 3 階か

ら地下3階までの駅構造となっている(表1,2）。

５.評価手法モデル及び得られた数値の分析(図6,7)

  本稿では提案するアクセシビリティはバリアフリー

マップ（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から

目的地（他の機関の改札）までの水平の移動距離によ

り構成され、図6に示した評価算定モデルを用いて分析・

タをもとに、アクセシビリティの評価に必要な指標を抽

出した。また、移動した経路をもとに評価モデルにより、

一般動線・車いす利用者の負荷率のデータを比較考察し

た(表3,図 8)。

①おおまかに一般動線と比べ、車いすの移動距離は負荷

率が高い傾向が見られる。

②機関の異なる改札口相互間の移動に関するアクセシビ

リティについて、直線距離に対する車いす利用者の負荷

率と一般動線に対する車いす利用者の負荷率が減少にと

もない、一般動線と車いす動線の同行率が増加する傾向

が見られる。

③一般動線の負荷率と車いす利用者の負荷率（直線距離

と一般動線）の差が減少にともない、一般動線と車いす

動線の同行率が増加する傾向が見られる

④直線距離と一般動線が同じ移動距離の場合（表 3 の①

-2 参照）はアクセシビリティを最も高いため、負荷率が

0％とする。この場合の動線は移動距離を最適化すること

により、アクセシビリティを格段に高くなり、負荷率が

減少することが可能となる。

⑤一般動線と車いす動線が同じ移動距離の場合（表 3 の

③参照）は一般動線に対する車いす利用者の負荷率が 0％

し、一般動線と車いす動線の同行率が最大になる。

⑥渋谷駅は立体的に絡み合いが複雑のことにより、これ

までの平面的な評価手法のみでは困難であることから、

今後エレベーター利用の適正配置による分析手法を提案

したい。

  以上により、得られたデータをもとに、アクセシビリ

ティの評価に必要な指標の抽出し、車いすプローブ情報

を活用した都市・地域空間の設計計画手法論の構築に向

けた基礎的な考察を行った。これらは今後におけるバリ

アフリーの整備評価の基準値として設定できると考えら

れる。今後の研究では、バリアフリー法の定める移動の

自由を適切に確保するためには、高さおよび移動全体に

かかる時間のデータの把握が不可欠であるためエレベー

ターなどによる高さの移動や、やむをえず移動補助機器

を利用した場合の待ち時間を含めたアクセシビリティの

測定方法、およびに適正な配置計画の計画的方法論の構

築が今後の方針となると考える。さらに、「WheeLog!」は、

専門家でなくても都市・地域の評価に必要な指標を可視

化することにより、一般 市民にも利用可能な分析の提案、

評価モデルの構築を行うことで、建築・都市・地域にお

ける今後の整備評価の基準値の構築を行う予定である。
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考察を行う。改札間の最短距離（直線距離・一般動線・障

害者の動線）を測定する。一般動線と障害者の動線との重

なる距離を同行率として算定する。これにより、本稿で提

案するアクセシビリティはバリアフリーマップ

（WheeLog！）より測定できる起点（改札）から目的地（他

の機関の改札）までの水平の移動距離により構成され、図

6に示した評価算定モデルを用いて分析・考察を行う。

６.考察・まとめ

  本稿における内容を以下にまとめる。測定した距離デー

したルートを選択するための情報を提供するアプリとな

りうる。

B) 投稿に対して評価・コメント機能を実装することで、

承認欲求を刺激し、最近の良質な情報の循環を実現でき

る。さらに、アップデートした情報の有用性の評価は、

カテゴリ別にアンケートを設けており、バリアフリーの

程度を投稿者及び実際に利用したアプリユーザーが

Good/Badの評価をする仕組みを持つ。

C) これらを継続的に運用することにより、検索時点で

以前より常に最適な経路探索が可能となる。また、アプ

リユーザー間の情報共有、つまりインセンティブの仕組

みはとしては、毎月集計を行い、ランキングを発表して

いる。上位者には協賛企業等からの景品をプレゼントし、

さらに、アプリ内においても投稿数などを応じて、ステー

タスが上がる仕組みを持つ。そして、投稿に対する他の

アプリユーザーからのコメントや「いいね！」など、ア

プリユーザー間における交流によって投稿するモチベー

ションに繋がると考えられる。

D) また、測定した距離データをもとに、移動しやすさ

　（アクセシビリティ）の指標を抽出し、障害者、高齢

者のみでなく一般利用者の施設管理者や行政にとっても

改修やインフラ整備評価に必要な最新のデータとなる。

具体的には、共有された情報の品質、間違った情報では

ないかの保証は、あくまで個人による投稿であるため、

管理者としては保証することはできない。しかし、投稿

された情報の位置や内容が間違っている場合には、通報

できるシステムを組み入れている。みんなでつくるとい

う名の通り、情報の共有及び修正を管理者はもちろん、

アプリユーザー間でも行っている。

E) さらに、これらの波及効果として高齢者、妊婦やベ

ビーカー利用者等を対象にも利活用が期待できる。

４.研究調査対象地域(図4,5）

  ここでは、改札間の乗り換えにおけるアクセシビリ

ティの調査として、渋谷駅を研究対象地域とする。今回

の研究対象である渋谷駅は東京の渋谷区の主要鉄道駅

で、4 鉄道会社の全 9 路線が通っており、多くの路線が
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Fig.8 Graph of accessibility (General and Wheelchair Users)
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Table3  Distance data of measured value of Sibuya Station and Accessibility

Direct distance
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